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篆
書
は
、
中
国
の
書
道
史
上
の
様
々
な
書
体
の
源
流
で
は
あ
る
が
、
そ
の
書
写
法

が
難
し
か
っ
た
た
め
実
用
性
が
低
く
、
日
本
で
は
早
期
に
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
唐
様
書
道
の
一
部
と
し
て
、
篆
書
が
注
目
さ
れ
発

展
し
た
。
こ
の
現
象
は
同
時
期
の
中
国
清
代
に
お
け
る
篆
書
復
興
の
思
想
と
関
係
が

あ
り
、
中
国
歴
代
の
書
体
は
変
化
し
、
書
道
の
各
書
体
は
次
第
に
整
備
さ
れ
発
展
し

た
。
実
用
的
な
需
要
に
限
ら
ず
、
書
道
に
お
け
る
芸
術
性
を
形
成
し
、
篆
書
は
人
々

の
視
野
に
入
り
、
清
代
の
中
国
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
深
い
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
有
名
で
あ
っ
た
書
家
澤
田
東
江
と
そ
の
代

表
作
『
篆
説
』、
そ
し
て
江
戸
時
代
の
長
崎
に
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
『
嶧
山
碑
』
を

中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
篆
書
の
流
行
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二
　

澤
田
東
江
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
生
ま
れ
、
寛
政
八
年
六
月
十
五
日

（
一
七
九
六
年
七
月
十
九
日
）
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
江
戸
時
代
の
有
名
な
道
家
、
漢

学
者
、
儒
学
家
で
あ
り
、『
書
話
』
を
著
し
、『
篆
説
』
は
そ
の
中
の
篆
書
に
関
す
る

一
つ
の
文
章
で
あ
り
、
篆
書
の
起
源
、
流
伝
、
種
別
な
ど
を
述
べ
、
文
章
の
内
容
を

篆
書
を
用
い
て
記
し
、
最
後
に
楷
書
の
釈
文
を
刻
し
、
芝
田
汶
岭
の
跋
を
付
け
、
安

永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
江
戸
に
お
い
て
単
行
本
の
形
式
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
書

の
紹
介
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

篆
説

全
壱
冊
。
墨
付
三
拾
七
丁
。
同
九
子
（
安
永
九
年
）
ノ
四
月
。
東
江
筆
。

�

板
元
売
出　

吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛②

　

江
戸
時
代
の
出
版
業
は
急
速
に
発
展
し
、
江
戸
と
大
坂
両
大
都
市
を
中
心
に
数
多

く
の
篆
書
に
関
す
る
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
出
版
数
が
多
い
も
の
は
、
字

書
類
で
あ
り
、
篆
書
の
文
字
読
解
な
ど
の
啓
蒙
書
籍
と
し
て
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
篆
説
』
の
出
版
は
、
江
戸
と
大
坂
地
区
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
篆
書
に
関
す
る
理
論

を
著
し
た
書
物
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
の
書
家
、
学
者
た
ち
は
、
単
に

篆
書
に
よ
る
文
字
の
習
得
だ
け
を
心
が
け
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

澤
田
東
江
は
、
篆
書
に
関
す
る
書
道
理
論
を
開
拓
し
、
篆
書
そ
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と

を
開
始
し
た
こ
と
で
、
書
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
、
篆
書
は
よ
り
広
く
浸
透
し
て
い

っ
た
。

　
『
篆
説
』
の
全
文
は
澤
田
東
江
の
篆
書
に
書
か
れ
（
図
1
）、
全
文
は
四
一
八
字
か

ら
な
る
。
筆
画
は
細
や
か
で
、
筆
画
の
冒
頭
と
終
わ
り
は
丸
く
、
文
字
と
文
字
と
の

間
隔
に
は
余
裕
が
あ
り
、
布
置
が
綺
麗
で
、
各
葉
（
頁
）
は
六
字
か
ら
構
成
さ
れ
て
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い
る
。
章
法
は
一
致
し
て
お
り
、
行
と
列
の
間
の
間
隔
は
最
適
で
、
篆
書
を
充
分
に

学
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
模
写
す
る
こ
と
も
で
き
る
構
成
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
出
版
書
目
の
篆
書
に
関
連
し
た
書
目
に
は
、
字
書
類
、
書
論
類
の
ほ

か
に
書
法
の
習
得
に
便
利
な
字
引
類
が
多
い
。
江
戸
と
大
坂
で
出
版
さ
れ
た
書
目
の

中
の
手
本
類
に
『
嶧
山
碑
』（
図
2
）
が
あ
り
、
こ
の
『
嶧
山
碑
』
の
み
が
繰
り
返
し

出
版
さ
れ
て
い
る
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
そ
の
後
も
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
大
坂
で
出
版
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

繹
山
碑③

石
摺
一
冊
。
同
十
九
（
享
保
十
九
）
ノ
二
月
。
秦
李
斯
。
板
元�

戶
倉
屋
喜
兵
衛

繹
山
碑④

石
刻
。
新
刊
發
行
申
出
。
藏
板
主�

前
川
帶
刀
（
京
都
）。
賣
弘�
增
田
屋
源
兵
衛

（
博
勞
町
）。
右
賣
弘
人
よ
り
の
申
出
で
を
本
屋
行
司
に
て
聞
屆
け
板
行
。
申
出

年
月�

文
化
十
年
十
月

　

こ
の
こ
と
か
ら
『
嶧
山
碑
』
の
日
本
版
が
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
江
戸
、

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
は
大
坂
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
約
八
十
年

間
に
わ
た
っ
て
日
本
で
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図 1　澤田東江の『篆説』の部分図 2　李斯『峄山碑』の部分
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三
　
『
嶧
山
碑
』
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
二
十
八
年
（
紀
元
前
二
一
九
年
）
に
、
都
咸
陽
か

ら
山
東
方
面
に
赴
い
た
東
巡
の
時
に
作
成
さ
れ
た
碑
刻
で
、
秦
の
石
碑
の
中
で
最
も

早
い
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
し
た
こ
と
を
賛
美
し
、
丞

相
の
李
斯
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
、
歴
代
、
そ
の
拓
本
が
流
伝
し
、
ま
た
流
失
し
焼
却
さ

れ
、
す
で
に
原
碑
も
な
く
な
り
、
現
存
の
も
の
で
最
も
古
い
も
の
は
、
西
安
碑
林
に

所
蔵
さ
れ
る
南
唐
の
徐
鉉
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
鄭
文
宝
が
重
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
石
碑
は
、
宋
の
淳
化
四
年
（
九
九
四
年
）
に
刻
ま
れ
、
約
九
百
余
年
の
歴
史
が

あ
る
。

　

こ
の
碑
は
、
中
国
篆
書
書
道
史
の
上
で
非
常
に
重
要
な
地
位
に
あ
り
、
歴
代
の
学

書
者
が
篆
書
を
学
ぶ
際
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
清
代
に
な
っ
て
篆
書
の
復

興
思
潮
を
興
し
た
基
点
と
な
っ
た
碑
文
で
あ
る
。
一
部
の
復
古
書
家
は
李
斯
の
『
嶧

山
碑
』
か
ら
学
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
の
思
想
も
長
崎
の
唐
船
貿
易
を
通
じ
て

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
の
書
家
、
学
者
た
ち
が
学
ぶ
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
の
『
篆
説
』
と
、
中
国
の
『
嶧
山
碑
』
の
全
文
を
比
較

し
て
み
る
と
、
一
八
個
の
文
字
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
篆
説
』
は
『
嶧
山
碑
』
よ
り
も
、
全
体
の
線
が
太
く
、
字
形
の
処
理
は
相
対
的
に

円
潤
で
あ
る
。
例
え
ば
「
古
」（
図
3
）、「
国
」（
図
4
）、「
其
」（
図
5
）、「
四
」（
図

6
）、「
書
」（
図
7
）、「
始
」（
図
8
）
な
ど
、
文
字
の
処
理
に
お
い
て
、『
篆
説
』
は
、

文
字
の
下
半
分
の
部
分
が
丸
い
の
で
あ
る
が
、『
嶧
山
碑
』
の
方
は
、
全
体
が
方
形
で

あ
る
。
ま
た
、「
立
」（
図
9
）、「
所
」（
図
10
）
に
お
い
て
は
、「
立
」
の
中
間
の
二

つ
の
点
で
、『
篆
説
』
の
処
理
で
は
曲
が
っ
て
い
る
が
、『
嶧
山
碑
』
は
ま
っ
す
ぐ
で

図 3
『篆説』の「古」『嶧山碑』の「古」

図 4
『篆説』の「国」『嶧山碑』の「国」

図 5
『篆説』の「其」『嶧山碑』の「其」

図 6
『篆説』の「国」『嶧山碑』の「国」

図 7
『篆説』の「其」『嶧山碑』の「国」

図 8
『篆説』の「国」『嶧山碑』の「国」

図 9
『篆説』の「立」『嶧山碑』の「立」

図10
『篆説』の「所」『嶧山碑』の「所」

図11
『篆説』の「後」『嶧山碑』の「後」
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図12
『篆説』の「経」『嶧山碑』の「経」

図13
『篆説』の「上」『嶧山碑』の「上」

図14
『篆説』の「之」『嶧山碑』の「之」

図15
『篆説』の「於」『嶧山碑』の「於」

あ
る
。
反
対
に
、『
篆
説
』
の

字
形
は
方
形
で
あ
る
が
、『
嶧

山
碑
』
は
丸
い
。
例
え
ば

「
後
」（
図
11
）、「
経
」（
図
12
）

に
円
形
の
部
分
が
あ
り
、『
篆

説
』は
方
形
で
、『
嶧
山
碑
』は

丸
い
。ま
た「
上
」（
図
13
）
の

縦
の
よ
う
に
、『
篆
説
』
が
ま

っ
す
ぐ
で
、『
嶧
山
碑
』
の
ほ

う
が
曲
が
っ
て
お
り
、「
之
」

（
図
14
）
の
処
理
は
「
篆
説
」

が
尖
っ
て
、『
嶧
山
碑
』
は
少

し
円
潤
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か

に
、『
篆
説
』
は
全
体
の
筆
画

が
長
か
っ
た
が
、『
嶧
山
碑
』

は
『
篆
説
』
よ
り
短
く
、
例

え
ば
「
後
」（
図
11
）、「
書
」（
図
7
）、「
於
」（
図
15
）
の
縦
の
筆
画
は
『
篆
説
』
よ

り
も
『
嶧
山
碑
』
の
方
が
長
い
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、『
篆
説
』
と
『
嶧
山
碑
』
の
様
式
は
類
似
し
て
お
り
、『
篆
説
』

で
は
毛
筆
の
使
い
方
、
字
の
構
造
、
作
品
の
全
体
の
構
成
は
、
秦
篆
の
特
徴
に
従
っ

て
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
画
は
秦
の
篆
書
の
複
雑
さ
が
な
い
（
図
16
）。
銭
坫
は
清

代
の
復
古
書
風
の
代
表
的
な
書
家
で
、
文
字
学
の
基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
書

風
は
整
然
と
し
、
基
礎
に
古
法
が
あ
る
。
そ
し
て
、
鄧
石
如
を
代
表
と
す
る
篆
書
家

は
、
各
種
の
書
体
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
毛
筆
の
使
い
方
は
機
敏
に
変
化
し
、
円

と
と
も
に
同
時
に
方
も
あ
り
、
伝
統
的
な
滑
ら
か
さ
を
打
破
し
、
清
代
碑
学
運
動
の

代
表
的
な
人
物
で
あ
る
（
図
17
）。

図16　清代銭坫の篆書図17　清代鄧石如の篆書
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上
述
の
分
析
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
は
、
清
代
篆
書
の
影
響
を
受
け
、
復

古
書
風
に
よ
り
、
秦
小
篆
の
主
要
な
特
徴
を
継
承
し
、
そ
の
基
礎
の
上
に
清
代
篆
書

の
新
し
い
特
徴
を
受
容
し
た
。
し
か
も
、
字
形
の
対
称
と
線
の
均
整
を
重
ん
じ
た
だ

け
で
は
な
く
、
書
法
の
特
性
を
重
視
し
、
先
人
の
複
雑
な
筆
画
を
簡
略
化
し
、
篆
書

を
美
し
く
実
用
化
さ
せ
て
い
る
。
澤
田
東
江
の
『
篆
説
』
は
、
篆
書
書
論
に
関
す
る

論
述
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
代
の
篆
書
を
学
び
、
古
法
に
従
っ
て
、
俗
っ
ぽ
い
ス
タ

イ
ル
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
理
論
と
実
践
が
一
体
化
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本

の
篆
書
が
発
展
し
た
重
要
な
構
成
部
分
だ
と
言
え
る
。
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